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コ
ロ
ナ
禍
社
会
を

　
　
　
　
　見
据
え
て

須
藤
典
夫
議
員

　先
送
り

に
な
っ
て
い
る
「
定
住
促

進
住
宅
整
備
事
業
」「
中

央
公
民
館
建
設
」
は
ど
う

す
る
か
。
２
つ
の
事
業
に

つ
い
て
は
議
会
で
は
「
推

進
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て

採
択
さ
れ
、
構
想
の
基
本

設
計
ま
で
出
来
て
い
る
事

案
で
あ
る
。

　た
だ
、
財
政
悪
化
が
表

面
化
し
、
中
央
公
民
館
建

設
基
金
も
取
り
崩
し
た
こ

と
な
ど
で
先
送
り
に
な
っ

て
い
る
。

　い
ま
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

の
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
社
会

の
暮
ら
し
や
働
き
方
も
変

貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ

あ
る
な
か
、
町
の
財
政
再

建
に
つ
い
て
も
町
民
か
ら

理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ

の
結
果
、
事
業
へ
の
期
待

も
薄
れ
て
き
て
い
る
感
も

あ
る
。

　計
画
通
り
進
め
て
い
く

の
か
。
社
会
変
化
を
踏
ま

え
再
協
議
も
考

え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

町
長

　「
定
住

促
進
住
宅
整
備

事
業
」
に
つ
い

て
は
計
画
の
段

階
か
ら
、
一
部

概
略
設
計
ま
で

で
き
て
い
る
。

　し
か
し
、
空

き
家
の
増
加
、

町
営
住
宅
の
入

居
状
況
な
ど
を

か
ら
、
ひ
っ
迫

し
て
い
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
化
に
は
町
財

政
へ
の
負
担
が
極
め
て
多

き
い
の
で
、
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　「
中
央
公
民
館
建
設
」

に
つ
い
て
は
平
成
３０
年
度

基
本
設
計
、
３１
年
度
実
施

計
画
、
令
和
２
年
度
着
工
、

３
年
度
に
完
成
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
建

設
資
材
が
高
騰
し
た

た
め
、
建
設
発
注
を

令
和
３
年
後
に
先
送

り
す
る
こ
と
で
、
町

議
会
か
ら
も
了
解
を

得
た
。

　「
中
央
公
民
館
建

設
」
は
町
民
か
ら
も

期
待
さ
れ
た
大
事
業

で
あ
る
が
、
令
和
元

年
度
の
予
算
編
成
で

無
理
に
建
設
を
推
し

進
め
る
こ
と
は
、
町

の
行
財
政
へ
は
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
く
、
財
政

破
綻
を
招
く
恐
れ
が
も
想

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当

面
の
間
凍
結
す
る
こ
と
で
、

町
議
会
平
成
３０
年
３
月
議

会
で
関
連
（
建
設
基
金
条

例
の
廃
止
）
す
る
議
案
を

可
決
し
た
。

　今
後
の
方
向
性
と
し
て

は
３
つ
の
方
策
の
中
か
ら

見
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
１
つ
は
「
中

央
公
民
館
建
設
」
を
中
止

し
他
の
公
共
施
設
に
同
居

し
て
公
民
館
と
し
て
の
機

能
を
さ
せ
て
い
く
。
こ
の

場
合
現
在
の
公
民
館
は
解

体
し
、
跡
地
利
用
も
併
せ

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　２
つ
目
に
は
耐
震
補
強

工
事
を
行
う
。

　３
つ
目
に
は
財
源
の
目

途
が
付
け
ば
基
本
設
計
ま

で
お
え
て
い
る
「
中
央
公

民
館
建
設
」
を
進
め
る
。

だ
が
、
か
な
り
難
し
い
。

　一
旦
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

考
え
て
、
早
い
時
期
に
結

論
を
出
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

田
園
風
景
の
保
全
を

中
村
忠
行
議
員

　景
観
施

策
に
は
農
地
保
全
が
肝
要

だ
が
、
農
業
委
員
会
会
長

の
所
見
は
。

農
業
委
員
会
会
長

　農
地

の
保
全
は
産
業
の
活
性
化

と
と
も
に
景
観
保
全
の
観

点
か
ら
重
要
。
農
地
保
全

に
は
農
業
委
員
会
・
産
業

課
・
金
山
農
協
の
連
携
に

よ
る
「
人
農
地
プ
ラ
ン
」

を
核
と
し
て
担
い
手
の
農

地
集
積
・
集
約
化
の
推
進
。

離
農
を
考
え
て
い
る
方
へ

農
地
中
間
管
理
機
構
の
推

進
や
耕
作
放
棄
地
発
生
防

止
、
農
地
の
貸
し
借
り
へ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
な
っ

て
い
る
。

　大
規
模
基
盤
整
備
事
業

は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
就
業
人
口
の
減
少
の

中
で
農
地
保
全
対
策
と
し

て
有
効
で
あ
り
、
農
業
委

員
会
と
し
て
推
進
し
て
い

く
。　田

茂
沢
・
蒲
沢
地
区
で
、

中
間
管
理
事
業
を
通
し
た

基
盤
整
備
を
、
近
隣
町
村

の
先
進
事
例
を
参
考
に
進

め
て
い
る
が
、
農
業
委
員

会
と
し
て
、
農
地
台
帳
を

参
考
に
再
確
認
し
な
が
ら
、

遊
休
農
地
に
さ
せ
な
い
よ

う
に

　農
業
委
員
・
推
進

委
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
と
お
し
て
、
マ
ッ
チ
ン

グ
等
を
行
っ
て
い
く
。

　現
況
地
目
が
、
登
記
地

目
と
違
う
事
案
が
毎
年
発

生
し
て
い
る
が
、
地
主
と

話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、

農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

景
観
施
策
の
修
正
は

中
村
議
員

　長
年
培
っ
て

き
た
町
の
景
観
施
策
に
、

財
政
状
況
や
、
コ
ロ
ナ
対

策
等
で
、
景
観
施
策
に
変

更
が
あ
る
か
。

町
長

　中
学
校
付
近
の
河

川
公
園
の
支
障
木
撤
去
を

県
よ
り
行
っ
て
い
た
だ
い

た
が
、
ま
だ
河
川
内
に
雑

草
が
あ
り
、
対
策
と
し
て

「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

で
対
応
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

　こ
れ
ま
で
の

景
観
施
策
は
重

要
視
し
て
お
り
、

現
代
的
な
課
題

を
調
和
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　「
景
観
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」「
景
観
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
策
定
に

際
し
「
街
並
み

景
観
づ
く
り
１

０
０
年
運
動
」
の
次
世
代

へ
の
継
承
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
景
観
審
議
委

員
か
ら
、
景
観
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
次
世
代

へ
の
継
承
の
時
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
と
あ
っ
た
。

　景
観
審
議
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
次
世
代
へ
の
継

承
し
て
い
く
為
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
形
に
シ

フ
ト
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。　こ

れ
ま
で
の
景
観
施
策

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
財

政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

効
果
的
・
効
率
的
に
継
続

し
つ
つ
、「
１
０
０
年
運

動
」
の
取
り
組
み
を
町
中

心
部
か
ら
、
周
辺
地
域
に

広
が
り
を
持
た
せ
る
こ
と

も
重
要
で
あ
り
、
現
代
的

な
課
題
を
考
慮
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
や
り

方
で
は
立
ち
行
か
な
く
な

っ
て
行
く
事
も
あ
る
。

　今
後
「
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
仮
称
）」
に
よ
り
、
議

論
や
意
見
交
換
を
行
う
場

を
持
ち
た
い
。

重
大
事
業（

　
　
　
　

  

）の
結
論
は

回
答

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討

景観施策の継承を
回答 景観フォーラム（仮称）で意見収集

定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業

中

央

公

民

館

建

設

中 村 忠 行 議員 須 藤 典 夫 議員

定住促進住宅整備事業予定地

建設中の金山住宅

農地パトロールの様子

第１計画

町民グラウンド

町民グラウンド

第２計画

新しい中央公民館の２つのイメージ


